
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
が
す
ん
で
、

各
Ｊ
Ａ
で
新
た
な
中
期
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
る
こ
と

と
思
う
。
平
行
し
て
、
「
地

域
農
業
振
興
計
画
」
の
策
定

や
見
直
し
に
か
か
る
Ｊ
Ａ
も

あ
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
「
地
域
農
業

振
興
計
画
」
と
は
何
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
Ｊ
Ａ
の
「
中

期
計
画
」
の
営
農
部
門
計
画

と
ど
う
違
う
の
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
当
セ
ン
タ
ー
が
調
査

し
た
平
成

25
年
時
点
で
は
、

地
域
農
業
振
興
計
画
を
Ｊ
Ａ

の
中
期
計
画
と
は
別
に
策
定

す
る
も
の
が
回
答
Ｊ
Ａ
の
ほ

ぼ
半
数
で
あ
っ
た
。

地
域
農
業
振
興
計
画
は
、

３
年
、
５
年
、

10
年
な
ど
の

期
間
で
策
定
さ
れ
る
が
、

10

年

な

ど

の

長

期

の

も

の

は

「
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ど
と

呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
Ｊ

Ａ
が
振
興
計
画
を
作
る
場
合
、

策
定
の
主
体
は
Ｊ
Ａ
で
あ
る

が
、
組
合
員
と
の
話
し
合
い

や
意
向
調
査
を
通
じ
て
そ
の

意
見
を
反
映
さ
せ
、
ま
た
行

政
な
ど
関
係
団
体
の
計
画
と

の
調
整
等
を
踏
ま
え
て
策
定

さ
れ
る
。
地
域
農
業
振
興
計

画
は
地
域
農
業
の
全
般
的
な

方
向
付
け
の
文
書
で
あ
り
、

組
合
員
の
営
農
活
動
の
指
針
、

行
政
等
の
農
業
支
援
の
指
針

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

い
わ
ば
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

な
い
し
「
誘
導
計
画
」
の
性

格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
全
国
大
会
で
は
、
昭

和

54
年
の
第

15
回
大
会
で

「
地
域
農
業
振
興
計
画
の
策

定
・
実
践
運
動
」
が
決
議
さ

れ
て
以
降
、
平
成
３
年
の
第

19
回
大
会
ま
で
そ
の
策
定
の

必
要
が
掲
げ
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
平
成

12
年
の
第

22

回
大
会
で
は
「
地
域
農
業
戦

略
」
が
、
平
成

24
年
の
第

26

回
大
会
か
ら
は
「
営
農
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
用
語
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

令
和
３
年
の
第

29
回
大
会
で

「
地
域
農
業
振
興
計
画
」
の

用
語
が
復
活
、
計
画
策
定
を

通
じ
た
「
次
世
代
総
点
検
運

動
」
、
さ
ら
に
は
「
組
合
員

参
加
型
の
地
域
農
業
振
興
計

画
」
が
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
年
の
第

30
回

大
会
で
も
そ
の
方
針
は
引
き

継
が
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
地

域
農
業
振
興
計
画
が
再
注
目

さ
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
。

で
は
、
地
域
農
業
振
興
計

画
は
、
な
ぜ
必
要
な
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
第
一
は
、
な
に

よ
り
も
Ｊ
Ａ
組
合
員
を
は
じ

め
と
す
る
農
業
者
、
行
政
や

農
業
団
体
に
関
わ
る
地
域
農

業
の
方
向
付
け
文
書
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
の
中

期
計
画
は
、
組
合
員
の
意
向

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と

は
い
え
、
基
本
的
に
は
Ｊ
Ａ

の
計
画
で
あ
る
。
地
域
農
業

に
関
わ
る
人
た
ち
の
総
意
を

ふ
ま
え
て
つ
く
ら
れ
た
地
域

農
業
振
興
計
画
の
意
義
は
大

き
い
だ
ろ
う
。

第
二
は
、
地
域
農
業
の
現

状
に
つ
い
て
の
、
定
期
的
な

点
検
作
業
と
し
て
の
意
義
で

あ
る
。
い
わ
ば
「
地
域
農
業

の
健
康
診
断
」
で
あ
る
。
現

実
の
農
業
経
営
は
変
化
し
て

い
る
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
農
業
生
産
も
農
地
も
変
化

し
て
い
る
。
当
然
、
農
業
者

の
意
向
も
変
化
す
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
定
期
的
な
状
況
把

握
は
、
農
業
振
興
を
す
す
め

る
上
で
も
、
Ｊ
Ａ
の
中
期
計

画
を
定
め
る
上
で
も
不
可
欠

の
前
提
に
な
る
も
の
で
も
あ

る
。第

三
は
、
地
域
の
農
業
関

係
者
の
協
力
関
係
の
構
築
で

あ
る
。
予
算
を
も
つ
行
政
、

指
導
員
な
ど
の
人
材
と
営
農

施
設
を
も
つ
Ｊ
Ａ
、
実
際
に

営
農
を
行
う
農
業
者
が
力
を

合
わ
せ
な
け
れ
ば
、
こ
の
厳

し
い
状
況
下
で
農
業
所
得
の

増
大
も
新
規
就
農
者
の
確
保

も
、
農
地
の
保
全
も
と
う
て

い
不
可
能
で
あ
る
。
市
町
村

の
農
業
体
制
の
弱
体
化
が
い

わ
れ
る
が
、
Ｊ
Ａ
と
行
政
が

し
っ
か
り
と
ス
ク
ラ
ム
を
組

む
こ
と
が
、
そ
れ
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
に
も
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
ら
た
め
て
、
地
域
農
業
振

興
計
画
の
策
定
を
呼
び
か
け

た
い
。

（
当
セ
ン
タ
ー
会
長
理
事
）

今
回
で

31
回
を
数
え
る
Ｊ

Ａ
共
済
総
合
研
究
会
が
、

10

月

23
日
（
水
）
～

25
日
（
金
）

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
北
は
岩
手
県
か

ら
南
は
沖
縄
県
の

20
都
道
府

県

51
人
。
全
国
か
ら
広
く
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
川
県
の
能
登
半
島
を
襲
っ

た
元
日
の
大
地
震
、
そ
し
て
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「

地

域

農

業

振

興

計

画

」

を

考

え

る

ー

あ

ら

た

め

て

行

政

と

の

連

携

を

増
田
佳
昭

「
令
和
６
年
度
（
通
算
第
31
回
）

Ｊ
Ａ
共
済
総
合
研
究
会
」
を
終
え
て

小
松

泰
信



９

月

の

豪

雨

に

際

し

、

Ｊ

Ａ

グ

ル

ー

プ

は

近

隣

県

だ

け

で

は

な

く

全

国

か

ら

総

力

を

あ

げ

て

被

災

地

・

被

災

者

へ

の

支

援

・

援

助

に

取

り

組

み

ま

し

た

。

そ

の

姿

勢

は

、

協

同

組

合

に

お

け

る

相

互

扶

助

・

助

け

合

い

の

精

神

の

重

要

性

を

組

織

内

外

に

知

ら

し

め

る

こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

ま

た

、

第

30
回

Ｊ

Ａ

全

国

大

会

直

後

の

研

究

会

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

今

研

究

会

に

お

い

て

は

、

事

業

環

境

を

冷

静

に

受

け

止

め

、

岐

路

に

立

つ

共

済

事

業

の

あ

り

方

の

解

明

を

課

題

と

し
ま
し
た
。

研

究

会

の

概

要

は

、

次

の
通
り
で
す
。

報

告

Ⅰ

で

は

、

中

山

徹

氏

（

奈

良

女

子

大

学

名

誉

教

授

）

が

、

「

我

が

国

の

少

子

化

問

題

と

地

域

か

ら

進

め

る

経

済

対

策

」

と

題

し

、

「

政

府

が

進

め

る

異

次

元

の

少

子

化

対

策

」

に

批

判

的

検

討

を

加

え

、

少

子

化

対

策

と

連

携

し

た

地

域

経

済

対

策

の

有

効

性

を

報
告
し
ま
し
た
。

報

告

Ⅱ

で

は

、

神

後

弘

文

氏

（

Ｊ

Ａ

共

済

連

石

川

県
本
部
長
）
が
、
「
震
災
・

豪

雨

災

害

復

興

の

た

め

に

共
済
事
業
が
果
た
す
役
割
」

と

題

し

、

「

大

規

模

自

然

災

害

に

対

す

る

Ｊ

Ａ

共

済

の

役

割

や

明

ら

か

に

な

っ

た

課

題

」

に

つ

い

て

、

対

応

に

あ

た

っ

て

陣

頭

指

揮

を

執

っ

た

経

験

に

基

づ

き

報
告
し
ま
し
た
。

報

告

Ⅲ

で

は

、

石

原

秀

紹

氏

（

Ｊ

Ａ

共

済

連

全

国

本

部

開

発

部

長

）

が

、

「

保

障

提

供

者

と

し

て

の

矜

持

、

そ

し

て

将

来

に

向

け

て

」

と

題

し

、

「

生

涯

に

わ

た

っ

て

寄

り

添

い

、

世

代

を

超

え

て

安

心

を

届

け

続

け

る

Ｊ

Ａ

共

済

」

の

あ

り

方

に

つ

い

て

、

主

に

仕

組

開

発

・

仕

組

改

訂

の

観

点

か

ら

報

告

し

ま

し

た
。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

テ

ー

マ

は

「

岐

路

に

立

つ

共

済

事
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
。

座

長

は

髙

田

理

氏

（

神

戸

大

学

名

誉

教

授

）

。

コ

メ

ン

テ

ー

タ

ー

は

河

原

林

勝

利

氏

（

Ｊ

Ａ

共

済

連

京

都

府

本

部

長

）

と

瀬

津

孝

（
当
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）
。

実

践

報

告

①

Ｊ

Ａ

ふ

く

し

ま

未

来

（

常

務

理

事

・

佐

藤

博

元

氏

）

か

ら

は

、

「

つ

な

ぐ

」

を

キ

ー

ワ

ー

ド

に

、

３

Ｑ

訪

問

や

３

Ｑ

コ

ー

ル

な

ど

に

基

礎

付

け

ら

れ

た

、

Ｌ

Ａ

・

ス

マ

サ

ポ

と

の

情

報

連

携

に

よ

る

提

案

力

強

化

の

実

践

な

ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

実

践

報

告

②

Ｊ

Ａ

に

じ

（

代

表

理

事

組

合

長

・

右

田

英

訓

氏

）

か

ら

は

、

労

働

組

合

と

経

営

陣

と

の

間

で

、

「

共

済

推

進

が

職

員

の

退

職

要

因

」

と

い

う

認

識

が

共

有

さ

れ

、

一

般

職

員
を
渉
外
担
当
者
の
サ
ポ
ー

ト

役

に

位

置

付

け

る

「

サ

ポ

ー

ト

推

進

体

制

」

の

導

入

と

実

践

な

ど

が

報

告

さ

れ
ま
し
た
。

興

味

深

い

取

り

組

み

の

数

々

に

つ

い

て

、

活

発

な

質

疑

応

答

が

な

さ

れ

ま

し

た
。報

告

Ⅳ

で

は

、

志

田

浩

一

氏

（

Ｊ

Ａ

ひ

だ

代

表

理

事

組

合

長

）

が

、

「

岐

路

に

立

つ

わ

が

Ｊ

Ａ

が

め

ざ

す

将

来

ビ

ジ

ョ

ン

と

経

営

戦

略

」

と

題

し

、

共

済

事

業

の

新

た

な

取

組

み

モ

デ

ル

の

構

築

等

々

に

よ

り

２

０

２

５

年

度

を

Ｊ

Ａ

の

新

た

な

ス

タ

ー

ト

の

年

と

す

る

こ

と

と

な

っ

た

こ

と

に

つ

い

て

報

告

さ

れ

ま

し

た
。

報

告

Ⅴ

で

は

、

小

松

が

今

研

究

会

を

振

り

返

り

、

共

済

事

業

が

伸

長

し

に

く

い

状

況

下

で

は

あ

る

が

、

営

農

・

生

活

リ

ス

ク

が

高

ま

る

こ

と

で

、

当

該

事

業

の

存

在

意

義

も

高

ま

っ

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し
、

今

Ｊ

Ａ

全

国

大

会

の

決

議

事

項

を

踏

ま

え

た

意

欲

的

な

取

り

組

み

の

必

要

性

に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

（
Ｊ
Ａ
共
済
総
合
研
究
会

企

画

委

員

主

査

・

岡

山

大

学
名
誉
教
授
）

１
月

16
日
（
木
）
～

17

日

（

金

）

、

京

都

Ｊ

Ａ

ビ

ル
で
開
催
し
ま
す
。

２

日

間

を

通

し

た

研

究

会

全

体

の

構

成

は

、

報

告

が

３

本

、

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

に

お

け

る

実

践

報

告

が

２

本

と

な

っ

て

い

ま

す

。

報

告

Ⅰ

は

「

地

域

経

済

の

再

生

・

振

興

に

お

け

る

地

域

金

融

機

関

の

役

割

」

橋

本

卓

典

氏

（

共

同

通

信

社

編

集

委

員

）

、

報

告

Ⅱ

は

「

次

期

「

Ｊ

Ａ

バ

ン

ク

中

期

戦

略

」

の

ね

ら

い

と

ポ

イ

ン

ト

」

佐

藤

重

史

氏

（

農

林

中

央

金

庫

Ｊ

Ａ

バ

ン

ク

統

括

部

長

）

、

報

告

Ⅲ

は

「

迫

ら

れ

る

農

協

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

の

改

革

」

田

代

洋

一

（

横

浜

国

立

大

学

名

誉

教

授

・

大

妻

女

子

大

学

名

誉

教

授

）

と

な

っ

て

い

ま

す

。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム
は
「
徹
底
討
論

こ
れ
か

ら

の

信

用

事

業

戦

略

を

考

え

る

―

組

合

員

・

地

域

と

の

つ

な

が

り

強

化

を

見

据

え

て

―

」

を

テ

ー

マ

と

し
、

各

報

告

の

共

通

テ

ー

マ

を

第13号 セ ン タ ー だ よ り 令和６年１２月２０日

「

令

和

６

年

度

（

通

算

第

43

回

）

Ｊ

Ａ

金

融

問

題

研

究

会

の

紹

介



「

わ

が

Ｊ

Ａ

が

取

り

組

む

信

用

事

業

戦

略

の

実

践

」

に

設

定

し

ま

し

た

。

実

践

報

告

①

は

長

野

県

Ｊ

Ａ

信

州
う
え
だ
（
専
務
理
事

丸

山

勝

也

氏

）

、

実

践

報

告

②

は

福

岡

県

Ｊ

Ａ

福

岡

市

（
代
表
理
事
専
務

宗
欣
孝

氏
）

で
、
２
Ｊ
Ａ
の
報
告

を
も
と
に
討
論
し
ま
す
。

２

月

６

日

（

木

）

～

７

日
（
金
）

京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル

で
開
催
し
ま
す
。

２

日

間

を

通

し

た

研

究

会

全

体

の

構

成

は

、

報

告

が

３

本

、

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

に

お

け

る

実

践

報

告

が

２

本

と

な

っ

て

い

ま

す

。

報

告

Ⅰ

は

「

わ

が

国

農

業

・

農

政

の

情

勢

と

求

め

ら

れ

る

食

料

・

農

業

政

策

の

あ

り

方

」

池

上

甲

一

氏

第13号 セ ン タ ー だ よ り 令和６年１２月２０日

○

「

食

料

・

農

業

・

農

村

基
本
法
」
の
改
正

改

正

基

本

法

で

は

、

「

食

料

安

全

保

障

」

が

「

良

質

な

食

料

が

合

理

的

な

価

格

で

安

定

的

に

供

給

さ

れ

、

か

つ

、

国

民

一

人

一

人

が

こ

れ

を

入

手

で

き

る

状

態

を

い

う

」

と

定

義

さ

れ

、

将

来

に

わ

た

っ

て

そ

の

確

保

を

図

る

と

さ

れ

た

（

第

２

条

１

項

）

。

「

基

本

的

施

策

」

の

冒

頭

の
「
基
本
計
画
」
（
第

17

条
）

の
５

つ
の

事
項

に

も
、

②
食

料
安

全
保

障
の

動

向
、

③

そ

の

確

保

（

食

料

自

給

率

を

含

む

）

に

関

す

る

事

項

と

目

標

の

策

定

が

入

れ

ら

れ

（

第

２

項

）

、

目

標

達

成

状

態

を

毎

年

調

査

し
、

公
表
す
る
こ
と
（
第
７
項
）

と

さ

れ

た

。

こ

れ

は

、

農

業

生

産

、

食

品

製

造

、

販

売

、

市

民

の

食

生

活

を

繋

ぎ

、

存

続

を

図

る

う

え

で
、

極

め

て

重

要

な

こ

と

で

あ

る
。

○
食
料
安
全
保
障
（F

o
o
d

S
e
c
u
r
i
t
y

）
と
は

Ｆ

Ａ

Ｏ

の

定

義

で

は

「

す

べ

て

の

人

が

、

い

か

な

る

時

に

も

、

活

動

的

で

健

康

的

な

生

活

に

必

要

な

生

活

上

の

ニ

ー

ズ

と

嗜

好

を

満

た

す

た

め

に

、

十

分

で

安

全

か

つ

栄

養

の

あ

る

食

料

を

、

物

理

的

に

も

社

会

的

に

も

経

済

的

に

も

入

手

可

能

で

あ

る

時

に

達

成

さ

れ

る

」

と

さ

れ

て

い

る
。

４
つ
の
要
素
と
し
て
、F

o

o
d

A
v
a
i
l
a
b
i
l
i
t
y

（
十
分
な
供
給
）
、F

o
o
d

A
c
c
e
s
s

（
栄
養
あ
る
食

料

入

手

の

４

つ

の

権

利

）
、

U
t
i
l
i
z
a
t
i
o
n

（
安
全

で

栄

養

価

の

高

い

食

料

の

摂
取
）
、S

t
a
b
i
l
i
t
y

（

入

手

の

安

定

性

）

が

あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

○

食

料

安

全

保

障

の

確

保

に
関
す
る
施
策

対
し
て
、
施
策
（
第

19

～

23

条

）

は
、

掘
り

下

げ

が

不

十

分

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

食

料

の

円

滑

な

入
手
の
条
項
（
第

19
条
）

が
あ

る

が

、

言
及

さ

れ

て

い

る

の

は

、

食

料

の

輸

送

手

段

の

確

保

、

寄

付

の

環

境

整

備

、

の

み

で

あ

る
。

検

証

部

会

の

提

案

も

、

買

い

物

困

難

者

対

策

と

し

て

の

ラ

ス

ト

ワ

ン

マ

イ

ル

物

流

の

確

保

（

物

理

的

）

、

フ

ー

ド

バ

ン

ク

・

子

ど

も

食

堂

な

ど

の

機

能

の

強

化

（

経

済

的

）

の

み

で

あ

る
。

食

料

へ

の

ア

ク

セ

ス

（

国

民

一

人

一

人

が

入

手

で

き

る

状

態

）

か

ら

す

る

と

、

視
点
が
極
め
て
狭
い
。

考

え

る

べ

き

は

、

地

域

の

人

々

全

体

が

良

質

で

十

分

な

食

料

を

入

手

で

き

る

状

態

で

あ

り

、

そ

の

よ

う

に

地

域

圏

の

フ

ー

ド

シ

ス

テ

ム

を

整

え

る

こ

と

が

不

可

欠

で

あ

る

。

市

町

村

の

単

位

で

、

自

治

体

が

主

導

し

、

地

域

圏

の

フ

ー

ド

シ

ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て

い

る

か

を

調

べ

、

改

善

を

要

す

る

と

こ

ろ

を

ピ

ッ

ク

ア

ッ

プ

し

、

対

策

を

検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

ま

た

、

入

手

す

る

人

の

側

に

つ

い

て

の

言

及

が

な

い

。

何

よ

り

も

、

給

与

の

引

き

上

げ

に

よ

る

経

済

状

態

の

改

善

が

不

可

欠

で

あ

る

。

ま

た

、

家

庭

で

は

大

量

の

食

品

ロ

ス

が

生

ま

れ

て

お

り

、

そ

の

削

減

も

課

題
で
あ
る
。

不

測

時

に

お

け

る

措

置

（
第

24
条
）
と
し
て
食
料

供

給

困

難

事

態

対

応

法

が

成

立

し

た

が

、

地

震

や

豪

雨

な

ど

近

年

頻

発

す

る

自

然

災

害

へ

の

対

応

が

含

ま

れ

て

お

ら

ず

、

考

慮

が

必

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
当
セ
ン
タ
ー
理
事
・

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

食
料
安
全
保
障
（F

o
o
d

S
e
c
u
r
i
t
y

）
を

ど
う
と
ら
え
る
か

←

↓

新

山

陽

子

時

論

「

令

和

６

年

度

Ｊ

Ａ

の

営

農

事

業

改

革

に

関

す

る

研

究

会

の

紹

介



（

近

畿

大

学

名

誉

教

授

）
、

報

告

Ⅱ

は

「

わ

が

Ｊ

Ａ

の

営
農
・
経
済
事
業
の
成
長
・

効

率

化

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

実

践
」
伏
木
衛
氏
（
Ｊ
Ａ
レ
ー

ク

伊

吹

常

務

理

事

）

。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

「

徹

底

討

論

Ｊ
Ａ
の
営
農
事
業
改
革

に

ど

う

取

り

組

む

か

」

を

テ

ー

マ

に

、

実

践

報

告

①

は

茨

城

県

Ｊ

Ａ

常

総

ひ

か

り
（
代
表
理
事
専
務

倉
金

一

廣

氏

）

、

実

践

報

告

②

は

長

野

県

Ｊ

Ａ

中

野

市

（
常
務
理
事

佐
々
木
真
氏
）

で
、
２
Ｊ
Ａ
の
報
告
を
も

と

に

討

論

し

ま

す

。

本

研

究

会

の

最

後

に

特

別

講

演

と

し

て

「

わ

が

国

の

米

を

め

ぐ

る

情

勢

変

化

と

今

後

の

相

場

の

動

向

」

熊

野

孝

文

氏

（

元

『

米

穀

新

聞

』

記

者

）

よ

り

報

告

し

て

い

た
だ
き
ま
す
。

詳
細

は

、h
t
t
p
s
:
/
/

a
g
r
i
d
t
c
.
o
r
.
j
p
/
n
i

t
t
e
i
.
h
t
m
l

に
掲
載
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日
田
市
は
大
分
県
の
西
部
、

福

岡

県

と

熊

本

県

に

隣

接

し

た

北

部

九

州

の

ほ

ぼ

中

央

に

位

置

し

、

周

囲

を

阿

蘇

、

く

じ

ゅ

う

山

系

や

英

彦

山

系

の

美

し

い

山

々

に

囲

ま

れ

、

こ

れ

ら

の

山

系

か

ら

流

れ

出

る

豊

富

な

水

が

合

流

す

る

日

田

盆

地

と

緑

豊

か

な

森

林

や

丘

陵

地

で

市

域

が

形

成

さ

れ

て

お

り

、

平

坦

地

か

ら

周

辺

部

の

中

山

間

地

域

の

準

高

冷

地

ま

で

、

多

様

な

地

形

と

気

候

を

活

か

し

た

農

業

が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し

か

し

、

近

年

は

毎

年

の

よ

う

に

大

雨

の

原

因

と

な

る

線

状

降

水

帯

が

発

生

し

て

お

り

、

豪

雨

に

よ

り

農

地

及

び

農

業

用

施

設

に

甚

大

な

被

害

を

受

け

て

い

ま
す
。

中
で
も
、
平
成

29
年
の

九

州

北

部

豪

雨

災

害

で

は
、

圃

場

整

備

し

た

優

良

農

地

に

大

き

な

被

害

が

生

じ

た

こ

と

か

ら

、

災

害

復

旧

事

業
で
は
な
く
、
大
区
画

化
に
よ

る
圃
場
の
再

整

備

に

取

り

組

み

、

集

落

営

農

法

人

等

が

集

約

・

集

積

し

や

す

く

効

率

の

良

い

農

地

へ

と

復

旧

・

復

興

に

向

け

た

整

備

を

進

め

て

き

ま

し
た
。

ま

た

、

本

市

の

主

要

農

産

物

で

あ

る

梨

の

園

地

は
、

傾

斜

地

の

圃

場

が

多

く

、

豪

雨

災

害

の

度

に

果

樹

棚

の

損

傷

や

樹

体

に

大

き

な

影

響

を

及

ぼ

し

て

き

た

こ

と

か

ら

、

災

害

を

教

訓

に

「

日

田

梨

創

造

的

復

興

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

」

を

立

ち

上

げ

、

平

坦

地

で

の

梨

団

地

整

備

に

取

り

組

み

ま

し

た
。

特

に

、

水

田

を

畑

地

化

し

梨

園

地

に

再

整

備

す

る

こ

と

や

、

Ｊ

Ａ

の

リ

ー

ス

事

業

と

組

み

合

わ

せ

る

こ

と

で

、

生

産

者

の

初

期

負

担

を

大

幅

に

軽

減

す

る

こ

と

に

つ

な

が

っ

た

も

の

で

す
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害

で

は

、

全

長

約

９

㎞

に

及

ぶ

農

業

用

導

水

路

の

地

中

ト

ン

ネ

ル

の

一

部

が

崩

落

す

る

と

い

う

甚

大

な

被

害

が

発

生

し

ま

し

た

。

そ

の

際

は

、

九

州

農

政

局

、

大

分

県

土

地

改

良

連

合

会
、

大

分

県

の

力

を

お

借

り

し
、

地

元

土

地

改

良

区

と

連

携

し

て

、

仮

設

配

管

の

設

置

や

本

体

ト

ン

ネ

ル

掘

削

工

事

等

を

４

年

間

に

渡

り

施

工

し

ま

し

た

。

今

春

、

４

年

ぶ

り

に

通

水

し

受

益

農

地

全

域

で

作

付

け

さ

れ

た

早

苗

の

水

田

を

見

て

感

動

し

た

こ

と

が

忘

れ

ら

れ

ま

せ
ん
。

そ

の

他

の

取

組

と

し

て
、

度

重

な

る

災

害

で

被

害

が

続

き

農

業

者

の

農

地

復

旧

に

対

す

る

意

欲

の

減

退

、

合

わ

せ

て

高

齢

化

、

担

い

手

の

減

少

等

も

あ

っ

た

こ

と

か

ら

、

農

業

者

の

負

担

軽

減

を

図

る

た

め

、

国

災

害

復

旧

事

業

の

地

元

分

担

金

率

の

軽

減

並

び

に

市

補

助

事

業

の

補

助

率

を

嵩

上

す

る

な

ど

の

対

策

を

図

っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま

た

、

筑

後

川

上

流

域

の

役

割

と

し

て

、

健

全

な

森

林

づ

く

り

に

よ

る

治

山

治

水

と

、

近

年

は

田

ん

ぼ

ダ

ム

の

取

組

等

に

よ

る

流

域

治

水

に

取

り

組

ん

で

い

ま
す
。

災

害

は

何

度

経

験

し

て

も

、

慣

れ

る

事

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

災

害

と

向

き

合

い

、

次

の

災

害

に

備

え

る

こ

と

が

大

切

で

あ

る

と

考

え
て
い
ま
す
。

（
日
田
市
農
林
振
興
部
長
）

災

害

復

旧

か

ら

創

造

的

復

旧

へ

←

↓

鈴
木
浩
美

会
員
の
声


